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【Ａ町の学びの寺子屋】（小２校、中２校） 【Ｂ町の教員研修】（小２校、中２校）

夏季・冬季の長期休業期間中に、小・中学生を対象とした町教委主
催の「学びの寺子屋」をそれぞれ３日間実施しています。子どもたち
が参加しやすいように町内２地区で開催しています。

教師の指導力向上のための教育委員会主催の講演会やワークショッ
プ、先進地視察等を行う教師力アップ研修を計画的に実施していま
す。

　教師力アップ事業　平成27年度年間計画

　教師の授業力向上、授業改善に関する研修：７月
　・「数学的な考え方」を育てるワークショップ研修

　教師の授業力向上、授業改善に関する研修：８月
　・講演「言語活動を生かして確かな学力を育てる」

　学級経営・児童生徒理解（いじめ・不登校・居場所づく
り、緊急課題対応）に関する研修：１月

〈取組のポイント〉

子どもたちが長期休業中の宿題や、家庭学習用の問題集などを各自
持ち寄り、学習に取り組みます。子どもが分からないことを質問しや
すいように、人間関係を大切にしながら、子ども一人一人のつまずき
に応じて丁寧に指導することにより、学習意欲を高めるとともに、長
期休業中の望ましい生活習慣の確立を図っています。

〈取組のポイント〉

教育委員会が町内全ての教員を対象に、町の分析結果から明らかに
なった課題をテーマとした「教師力アップ研修」を開催しています。
町の課題に応じて、国立教育政策研究所職員や大学教授など教育の専
門家を講師として招いた講演会を行うなど、教師一人一人の課題を解
決できるように研修を計画し、指導力の向上を図っています。

市町村教育委員会の学力向上の取組

　・講演「生命のメッセージ」
　・事例検討、講師による指導・助言

　教職員の道外派遣（２名）及び成果報告会の実施
　・学力向上などで先進的な取組を行っている学校への視察

　・町内全教職員への還元

子どもの学ぶ意欲を高める学習サポート
～地域人材等を活用した学習支援～

教員研修
～教育委員会主催による
　 指導力向上に向けた教員研修の計画的な実施～

実施に当たっては、一人一人の子どもの学習内容に応じた支援を

行うために、教職員はもとより、地域の方や学生ボランティアを活

用するなどして、きめ細かに支援する体制を整え、地域ぐるみで取

り組んでいます。

子どもたちは、地域の方と関わりながら、意欲的に学習活動に取

り組むことができました。

【参加した子どもの声】

• 高校生や大学生など、年

の近い方に教えてもらい、

楽しく学習することがで

きました。

• 夏休みの課題で分からな

かった問題について、丁

寧に教えてもらい、分か

るようになりました。

• みんなで集まって勉強し

たので、集中力が高まり

ました。 【支援員と一緒に学習する児童】

Ｂ町

対 象：町内の小・中学生全学年

指導者：教職員、地域住民、学生

会 場：公民館等

時 間：9:30～11:30
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【Ｃ市の教育改善プロジェクト委員会】（小１０校、中４校） 【Ｄ町の｢学力向上推進協議会】（幼１園、小４校、中１校）

市内全小・中学校のミドルリーダーが①～③のいずれかのグループ
に所属し、学校ごとの課題を超え、市全体の課題を踏まえて改善策を
協議し、各学校の実践に反映させています。

生活習慣に課題があることが明らかになったことから、保護者の意識啓
発を図る多面的なアプローチを検討し、そのための組織を編成していま
す。

市内全小・中学校のミドルリーダーがグループに分かれ、市の分析
結果などから明らかになった課題の解決に向けて協議などを行ってい
ます。各グループにおいて、子どもたちの実態を踏まえ、複数校の実
践に基づく多面的、多角的な改善方策の研究が進められたことによ
り、効果的な学力向上の取組が進められています。

〈取組のポイント〉

町の課題である望ましい生活習慣の確立について、保護者の意識
啓発を図るために、アンケートでの振り返り、日記による親子の触
れ合い、講演会の実施など多面的なアプローチの方法を検討し、小
委員会でその具体的な方策を検討したことにより、実効性のある取
組が展開されています。

〈取組のポイント〉

市町村教育委員会の学力向上の取組

学力向上に向けた組織の確立
～市内全小・中学校の
　 ミドルリーダーの創意を生かす組織の確立～

学力向上に向けた組織の確立
～町の課題を踏まえた組織の確立～

組織図

会
長
〔教
育
長
〕

副
会
長

〔校
長
会
会
長
、
教
育
研
究
会
会
長
〕

早寝・早起き・朝ごはんアンケート小委員会
• 幼児の保護者を対象とした生活改善に関わるアンケートや、小

学生の保護者を対象とした家庭学習のアンケートの実施・集計

夏休み写真絵日記小委員会
• 望ましい生活習慣の確立を目指して、親子で長期休業中の生

活を振り返る活動の工夫

子育て（規則正しい生活習慣）啓発講演会小委員会
• 大学教授等を招聘した子育てに関する講演会の企画・立案・

実施

幼小中連携教育推進小委員会
• 幼児センター、小学校、中学校からの代表者による幼小中連

携教育推進プランの素案の策定

先進地視察小委員会
• 道外の学力向上に成果を上げている地域や先進的な教育活

動を実施 している地域の視察及び町内教職員への還元

副
会
長

校
長
会
会
長
、
教
育
研
究
会
会
長

日常の授業改善に

直結する校内研修の

在り方に関する研究

地域人材や施設、

関係機関と連携した

望ましい生活習慣の

確立に向けた取組等

に関する研究

①学習指導の工夫改善に関

する研究グループ

学習規律の徹底、

言語活動の充実、教

科書を適切に使用し

た指導方法の充実な

ど、学習指導の工夫

改善に関する研究

②校内研修（研究）の充実

に関する研究グループ

③教育資源等の活用に関す

る研究グループ

Ｃ市全小・中学校における実践

【具体的な取組】

• ｢Ｃ市学習規律10項

目｣の作成と全市統

一した指導の徹底

• ｢学習指導の基本｣に

基づく授業の実施

【具体的な取組】

• 校内研修の推進に係

るリーフレットの作

成

• 各校の校内研修の工

夫について交流

【具体的な取組】

• ｢家庭で取り組む７

つのポイント｣の作

成と普及啓発

• 地域人材の活用例に

ついて交流
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　小中一貫教育を取り入れることにより、教員は指導のプロとして
各学年の学習内容を確実に定着させる意識の徹底を図り、保護者に
は、発達の段階に応じた望ましい生活習慣の確立に向けた意識を高
める取組を進めています。

小・中学校の教員が各教科の系統性について共通理解を深め、各
学年の学習内容の確実な定着を図る指導の改善、充実に努めるとと
もに、小中合同のＰＴＡによる生活リズムの改善に取り組んでいま
す。

市町村教育委員会の学力向上の取組

小中一貫教育の推進
～地域と一体となって
　 各学年の学習内容の定着を図る取組～

【Ｅ町の小中一貫教育】（小１校、中１校）

　家庭学習
　～地域全体で家庭学習の習慣化を図る取組の充実～

【Ｆ町の家庭学習の手引】（小２校、中１校）

小・中学校別に「家庭学習の手引～はじめの一歩、確かな学力に
向けて」を作成し、各家庭に配付するとともに、各学校で児童生徒
及び保護者に内容等を説明し、保護者と一体になって家庭学習習慣
を確立する取組を行っています。

　町内の保護者向けの手引を、教育委員会と町の教育研究所が連携
して作成しています。低学年段階からの、家庭学習のポイントを示
し、保護者の意識啓発を図ることにより、望ましい家庭学習習慣の
定着が図られてきています。

〈取組のポイント〉 〈取組のポイント〉

授業づくりに当たっては、小中合同の研

修を行い、指導方法や基本的な学習内容の

連続性について小・中学校の教員で共通理

解を深め、中学校教員による小学校の授業

への乗り入れなど、各学年の学習内容の定

着を図る取組を行っています。

小中のＰＴＡが合同で「時間
の目安を決めて子どもの生活リ
ズムを整える！」（道教委）を
参考にした、独自の「生活リズ
ムチェックシート」や「モンス
ター攻略ブック」を作成し、年
６回活用しています。調査の分
析等は、小中のＰＴＡが合同で
主体的に行い、子どもの発達の
段階に応じた生活習慣の確立に
役立てています。

家庭学習の手引のほか、教育委員会が発行するお便りでは、保護者や教

職員に対して、子どもの家庭学習におすすめの分かりやすい教材や、家での

読書活動に活用できそうな資料を紹介するなど、町を挙げて、子どもの学力

向上を図っています。



■国語、算数、理科の状況

◆H24(小６)とH27(中３)の比較

◆H19～H27の変化
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＊H23は、震災の影響で国が従来の調査として実施しなかったため、非掲載

北海道の子どもたち
の学力は、確実に伸
びてきています！

平成２７年度の中学
校３年生については、
小学校６年生（平成
２４年度）時に比べ
ると、大きく改善し
ていることが分かり
ました。

北海道教育委員会

小学校版
平成27年度全国学力・学習状況調査より

伸ばそう！ 子どもの学力
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国語Ｂ ▲4.5
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理科 ▲2.3
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国語Ｂ ▲0.1

数学Ａ ▲1.4

数学Ｂ ▲1.9

理科 0.3

全国平均

全国平均

全国の平均正答率との差

全国の平均正答率との差の推移

～ほっかいどう「学力・体力向上運動」～
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授業改善と望ましい生活習慣の確立を車の両輪として
「学校・家庭・地域」が一体となった
学力向上の取組を進めましょう！

学校では

家庭では

地域では

20

40

60

H27

普 段 、 １ 日 １ 時 間 以 上

勉強す る子ど もの割合

北海道 全国

授業改善を
進めています！

◆自分で計画を立てて
勉強する子

◆宿題・予習・復習を
する子

◆目的をもって分かる、
できるまで学習に取
り組む子

を育てましょう！

◆基礎的・基本的な知識・技能の定着
◆思考力、判断力、表現力の育成
◆学習意欲の向上
につながる授業を実践しています！

「ほっかいどう『学力・体力向上運動』」

10

20

30

H27

家で、自分で計画を立てて

勉強している子どもの割合

北海道 全国

やる気はあります！でも
学習時間が短い・・・。

0
20
40
60
80

国語Ａ 算数Ａ

家 庭 で の 学 習 時 間 と

平 均 正 答 率 の 関 係

３時間以上
２時間以上，３時間より少ない
１時間以上，２時間より少ない
３０分以上，１時間より少ない
３０分より少ない
全くしない

0

20

40

60

国語Ｂ 算数Ｂ

１日のテレ ビゲームの時間

と 平 均 正 答 率 の 関 係

４時間以上
３時間以上，４時間より少ない
２時間以上，３時間より少ない
１時間以上，２時間より少ない
１時間より少ない
全くしない

望ましい生活習慣や
学習習慣を確立させるため、
積極的にお子さんに
かかわりましょう！

ゲームの時
間が短い、
家庭学習の
時間が長い
子どもの方
が、平均正
答率が高い
傾向にあり
ます。

地域の力が
子どもを育てています！

みんなでみんなで

◆退職教員や学生ボラン
ティア等を活用した放
課後の学習サポート

◆子ども未来塾 など
地域の方々の協力が力に
なっています！

40

60

80

H25 H26 H27

授 業 の 冒 頭 で 目 標 を

示 す 活 動 を 計 画 的 に

取り入れた学校の割合

北海道 全国

20

40

60

H25 H26 H27

授 業 の 最後 に 学 習 を

振り返る活動を計画的に

取り入れた学校の割合

北海道 全国

授業の冒頭に
は、目標を示
し、子どもが
目的意識や課
題意識をもっ
て学習できる
ようにし、授
業の最後には
学習内容を振
り返って確実
に定着させる
ように工夫し
ています。
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■国語、数学、理科の状況

◆H24(小６)とH27(中３)の比較

◆H19～H27の変化
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数学Ｂ

＊H23は、震災の影響で国が従来の調査として実施しなかったため、非掲載

中学校版平成27年度全国学力・学習状況調査より

伸ばそう！ 子どもの学力
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数学Ａ ▲1.4

数学Ｂ ▲1.9

理科 0.3

全国の平均正答率との差の推移

全国平均

平成２７年度の中学
校３年生については、
小学校６年生（平成
２４年度）時に比べ
ると、大きく改善し
ていることが分かり
ました。

北海道教育委員会

～ほっかいどう「学力・体力向上運動」～
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授業改善と望ましい生活習慣の確立を車の両輪として
「学校・家庭・地域」が一体となった
学力向上の取組を進めましょう！

学校では

家庭では

地域では

授業改善を
進めています！

◆自分で計画を立てて
勉強する子

◆宿題・予習・復習を
する子

◆目的をもって分かる、
できるまで学習に取
り組む子

を育てましょう！

◆基礎的・基本的な知識・技能の定着
◆思考力、判断力、表現力の育成
◆学習意欲の向上
につながる授業を実践しています！

「ほっかいどう『学力・体力向上運動』」

10

20

H27

家で、自分で計画を立てて

勉強している子どもの割合

北海道 全国

0
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国語Ａ 数学Ａ

家 庭 で の 学 習 時 間 と

平 均 正 答 率 の 関 係

３時間以上
２時間以上，３時間より少ない
１時間以上，２時間より少ない
３０分以上，１時間より少ない
３０分より少ない
全くしない

0
20
40
60
80

国語Ｂ 数学Ｂ

１日のテレ ビゲームの時間

と 平 均 正 答 率 の 関 係

４時間以上
３時間以上，４時間より少ない
２時間以上，３時間より少ない
１時間以上，２時間より少ない
１時間より少ない
全くしない

望ましい生活習慣や
学習習慣を確立させるため、
積極的にお子さんに
かかわりましょう！

ゲームの時
間が短い、
家庭学習の
時間が長い
子どもの方
が、平均正
答率が高い
傾向にあり
ます。

地域の力が
子どもを育てています！

みんなでみんなで

40

60

H27

普 段 、 １ 日 １ 時 間 以 上

勉強す る子ど もの割合

北海道 全国

やる気はあります！でも
学習時間が短い・・・。

20

40

60

H25 H26 H27

授 業 の 冒 頭 で 目 標 を

示 す 活 動 を 計 画 的 に

取り入れた学校の割合

北海道 全国

20

30

40

H25 H26 H27

授業の最 後に 学習を

振り返る活動を計画的に

取り入れた学校の割合

北海道 全国

◆退職教員や学生ボラン
ティア等を活用した放
課後の学習サポート

◆子ども未来塾 など
地域の方々の協力が力に
なっています！

授業の冒頭に
は、目標を示
し、子どもが
目的意識や課
題意識をもっ
て学習できる
ようにし、授
業の最後には
学習内容を振
り返って確実
に定着させる
ように工夫し
ています。
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生
活
習
慣
と
学
力
向
上
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す

【
家
庭
学
習
・
読
書
】

学
校
の
授
業
時
間
以
外
で
の
学
習
時
間
が
長
い
。

自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
し
て
い
る
。

学
校
の
宿
題
、
授
業
の
予
習
・
復
習
を
し
て
い
る
。

読
書
が
好
き
、
読
書
時
間
が
長
い
、
学
校
や
地
域
の
図
書
館
に
行
く
頻
度
が

多
い
。

【
基
本
的
な
生
活
習
慣
】

朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
。

毎
日
、
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に
寝
て
い
る
。

【
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
】

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通
話
・
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す

る
時
間
が
短
い
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
を
し
て
い
る
時
間
が
短
い
。

【
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
】

家
の
人
と
学
校
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
。

【
社
会
に
対
す
る
興
味
・
関
心
】

地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
や
出
来
事
に
関
心
が
あ
る
。

地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。

新
聞
を
読
ん
で
い
る
。

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
。

【
自
尊
意
識
・
規
範
意
識
】

も
の
ご
と
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

学
校
の
き
ま
り
・
規
則
を
守
っ
て
い
る
。

人
の
気
持
ち
が
分
か
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

次
の
よ
う
な
子
ど
も
は
、
学
力
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

～
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
～

携
帯
電
話
の
使
い
方
や
ゲ
ー
ム
の

時
間
な
ど
に
つ
い
て
、
親
子
で
話

し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
で
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
自
制

心
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

北
海
道
の
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

74
.9

 73
.3

 70
.9

 
66

.1
 60

.0
 53

.6
 

３ 時 間 以 上

２ ～ ３ 時 間

１ ～ ２ 時 間

30 分 ～ １ 時 間

30 分 未 満

全 く し な い

１
日
に
勉
強
す
る
時
間
と
小
学
校

国
語
Ａ
の
平
均
正
答
率
の
関
係

52
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 57
.8

 61
.4

 65
.9

 6
7.

8 
67

.3
 

４ 時 間 以 上

３ ～ ４ 時 間

２ ～ ３ 時 間

１ ～ ２ 時 間

１ 時 間 未 満

全 く し な い

１
日
に
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
と
中
学
校
数
学
Ａ
の

平
均
正
答
率
の
関
係

家
庭
は
、
子
ど
も
が
最
初
に
出
会
う
社
会
で
す
。

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
生
活
習
慣
や
社
会
的
な
マ
ナ
ー
等

を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
認
め
ら
れ
た
り
励
ま
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
家
庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
、
子
ど
も
の
豊
か
な
将
来
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
適
切
に
か
か
わ
り
、
家
庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

平
均
正
答
率

学 習 時 間 ゲ ー ム を す る 時 間

①
テ
レ
ビ
を
消
し
て
集
中
す
る

「
勉
強
し
な
さ
い
」
と
言
う
だ
け
で
は
、
子

ど
も
の
意
識
は
高
ま
り
ま
せ
ん
。
勉
強
す
る

姿
を
見
守
る
、
勉
強
す
る
方
法
を
改
善
す
る

な
ど
、
集
中
で
き
る
環
境
を
親
子
で
一
緒
に

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

②
勉
強
す
る
時
間
を
決
め
て
取
り
組

ま
せ
る

小
・
中
学
生
は
「
学
年
×
１
０
分
＋
１
０

分
」
、
高
校
生
は
、
進
路
希
望
に
応
じ
た
時

間
を
設
定
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
か
か
わ
り

方
を
す
る

詳
し
く
は
、
中
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

結
果
だ
け
で
は
な
く
、

努
力
を
ほ
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
自
分
で
決

め
た
こ
と
を
や
り
抜
く

力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

や
り
抜
く
力
や
自
制
心
を

高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す

家
庭
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

最
後
ま
で
、
よ
く

頑
張
っ
た
ね
！

平
均
正
答
率

家
庭
学
習
の
時

間
が
長
い
子
ど
も

ほ
ど
、
平
均
正
答

率
が
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
携
帯
電
話
、
ゲ
ー

ム
等
を
使
う
時
間
が

短
い
子
ど
も
は
、
平

均
正
答
率
が
高
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
約
束
を

守
っ
た
ね
！
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家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
図
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

～
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
か
か
わ
り
方
～

時
間
を
意
識
し
、
け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と
は
、
自
律
心
や
集
中
力
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
家
族
で
話
し
合
っ
て
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
を
決

め
て
、
自
分
で
守
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
さ
せ
な
が
ら
、
子
ど
も
の
行
動
を
見
守
り
、

つ
ま
ず
き
や
苦
手
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
温
か
な
励
ま
し
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
、
や
る
気
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

友
達
や
兄
弟
・
姉
妹
と
比
べ
た
り
、
否
定
し
た
り
す
る
と
、
意
欲
は
高
ま
り

ま
せ
ん
。
褒
め
た
り
励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
意
欲
を
高
め
ま
し

ょ
う
。

自
ら
学
習
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

規
則
正
し
い
生
活
！

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
さ
せ
る
！

意
欲
を
高
め
る
言
葉
！

小
学
校
３
・
４
年
生

起
き
る
・
寝
る
・
食
事
す
る
時
刻
な
ど
を
決
め
、
決
ま
っ
た
時
刻
に
決
め
た

こ
と
を
自
ら
行
い
、
正
し
い
リ
ズ
ム
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
時
間
が
長
す
ぎ
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

帰
宅
し
て
か
ら
の
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
充
実
し
た
日
々
に
す
る
た
め
、
毎

日
の
予
定
を
立
て
、
学
習
す
る
時
間
帯
な
ど
を
決
め
て
、
見
通
し
を
も
っ
て
過

ご
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

学
校
で
の
出
来
事
、
将
来
の
夢
や
希
望
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ
た
り
、
伝

記
な
ど
を
読
ん
で
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
た
り
し
て
、
目
標
を
も
っ
て
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

予
定
を
立
て
、
自
力
で
学
習
を
進
め
る
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
見
直
し
！

予
定
を
立
て
、
計
画
的
な
学
習
！

夢
や
目
標
に
向
か
う
努
力
！

小
学
校
５
・
６
年
生

教
科
書
・
ノ
ー
ト
・
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
使
っ

て
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
、
事
前
に
調

べ
た
り
考
え
た
り
し
て
授
業
に
臨
む
な
ど
、
予

習
・
復
習
を
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

学
校
で
配
付
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
整
理
し
、

毎
日
の
予
習
・
復
習
、
テ
ス
ト
勉
強
の
と
き
に

学
習
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
確
認
す
る
よ
う
声
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

問
題
を
解
く
だ
け
で
は
な
く
、
分
か
ら
な
い

こ
と
を
無
く
す
よ
う
に
、
先
生
や
友
達
に
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
間
違
え
た
問
題
を
解
き
直
し

た
り
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
一
緒
に
考
え
ま
し

ょ
う
。

計
画
的
・
継
続
的
に
学
習
で
き
る
よ
う

支
援
す
る 予
習
・
復
習
の
習
慣
！

学
習
プ
リ
ン
ト
の
有
効
活
用
！

間
違
っ
た
問
題
の
見
直
し
！

中
学
校

１
・
２
年
生

自
分
の
実
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
、
朝
食
を
し

っ
か
り
と
る
こ
と
な
ど
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

一
緒
に
考
え
、
生
活
リ
ズ
ム
を
自
ら
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
生
活
の
状
況
や
学
習
の
取
組
状
況
を

見
つ
め
直
し
、
自
分
に
合
っ
た
よ
り
よ
い
学
習

方
法
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

進
路
の
具
体
的
な
目
標
を
決
め
、
現
在
の
自

分
を
し
っ
か
り
見
つ
め
て
、
目
標
達
成
の
た
め

に
は
、
今
、
何
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
一

緒
に
考
え
、
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

進
路
に
向
け
て
目
標
を
明
確
に
し
て

取
り
組
む
よ
う
励
ま
し
、
応
援
す
る

リ
ズ
ム
を
整
え
、

時
間
の
有
効
活
用
！

自
分
に
合
っ
た

学
習
方
法
の
工
夫
！

進
路
の
具
体
的
な
目
標
の
決
定
！

中
学
校
３
年
生

落
ち
着
い
て
学
習
す
る
た
め
に
、
学
習

時
間
や
睡
眠
時
間
を
自
分
で
確
保
す
る
よ

う
計
画
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
習
に
集
中

で
き
る
よ
う
、
身
の
回
り
を
き
れ
い
に
整

え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

授
業
で
分
か
っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
次
の
授
業
で
注

意
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
な
ど
、
家

庭
学
習
の
取
組
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

進
路
希
望
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
知

識
や
資
格
等
に
つ
い
て
、
自
分
で
調
べ
た

り
、
先
生
や
友
人
と
話
し
合
っ
た
り
す
る

姿
を
見
守
り
、
励
ま
し
、
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

進
路
実
現
に
向
け
て
自
分
で
計
画
を
立

て
て
実
行
し
、
学
習
内
容
を
振
り
返
る
よ

う
応
援
す
る

学
習
・
睡
眠
時
間
の
確
保
と
、

学
習
へ
の
集
中
！

家
庭
学
習
の
基
本
は
、

授
業
の
振
り
返
り
！

将
来
に
つ
い
て
、

広
く
深
く
考
え
る
！

高
等
学
校

起
き
る
・
寝
る
・
食
事
な
ど
を
、
決
ま
っ
た

時
刻
に
行
い
、
正
し
い
リ
ズ
ム
で
生
活
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
｢
あ
り
が
と
う
｣
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

を
心
か
ら
言
っ
た
り
あ
い
さ
つ
や
返
事
を
は
っ

き
り
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
が
興
味
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
一
緒

に
し
た
り
、
見
守
っ
た
り
す
る
な
ど
、
興
味
や

欲
求
を
十
分
に
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

か
か
わ
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
が
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
の
中
で
十
分
に

体
を
動
か
し
た
り
、
友
達
と
か
か
わ
っ
た
り
す

る
こ
と
を
経
験
で
き
る
機
会
を
多
く
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

生
活
リ
ズ
ム
の
安
定
！

興
味
や
欲
求
を
満
た
す
か
か
わ
り
！

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
！

幼
児

期

「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
「
朝
の
排
便
」
「
正
し
い
姿
勢
」
「
正
し

い
鉛
筆
の
持
ち
方
」
「
整
理
整
頓
」
「
学
習
準
備
」
「
時
間
や
約
束
を
守
る
こ

と
」
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
学
習
の
手
助
け
を
し
な
が
ら
温
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

「
や
っ
た
ね
！
｣
｢
よ
く
で
き
た
ね
！
｣
な
ど
、
た
く
さ
ん
褒
め
て
、
学
習
意
欲

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
一
緒
に
読
書
を
し
て
、
大
人
が
学
ぶ
姿
勢
を
見
せ
る
、
子
ど
も
が

興
味
を
も
つ
よ
う
な
本
を
置
く
、
読
み
聞
か
せ
を
す
る
な
ど
、
子
ど
も
が
自
ら

学
ぶ
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
な
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

基
本
的
な
生
活
習
慣
！

温
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
！

学
び
の
環
境
づ
く
り
！

小
学
校
１
・
２
年
生

小
学
校
入
学
ま
で
に

身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

◆
決
ま
っ
た
時
刻
に
寝
起
き
す
る
。

◆
毎
日
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
。

◆
あ
い
さ
つ
や
返
事
を
は
っ
き
り
す
る
。

◆
箸
や
鉛
筆
を
正
し
く
持
て
る
。

◆
人
の
話
を
よ
く
聞
く
。

◆
す
す
ん
で
手
伝
い
を
す
る
。

◆
使
っ
た
も
の
を
か
た
づ
け
る
。

ほ
っ
か
い
ど
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ス
ト
」
を
使
い
ま
し
ょ
う
！

○
小
１
か
ら
中
３
ま
で
の
問
題
が
あ

り
、
自
分
で
丸
付
け
が
で
き
る
よ
う

に
解
答
例
も
つ
い
て
い
ま
す
。

○
道
教
委
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」

で
検
索
！

707979
テキストボックス
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